
三角形  

⒈定義•･性質  

⑴定義･性質 
(ⅰ)定義 互いに交わらないかつ平行でない 3本の直線

で囲まれた図形 
(ⅱ)性質 
〈1〉内角の総和は、  
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〈2〉2辺の長さの和は、他の 1辺よりも大きい。 
 3辺の長さをそれぞれ a,  b,  cとすると、 

  
a > b + c
b > c + a
c > a + b
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⎪
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 または、 a − b < c < a + b  

〈3〉2つの内角の和は他の外角に等しい。 
※以下の「⒉いろいろな三角形」にもこの性質は適用される。 

 

⒉いろいろな三角形  

⑴二等辺三角形 
(ⅰ)定義    二辺の長さが等しい三角形 
ⓐ等辺   二等辺三角形において、等しい辺 
ⓑ底辺   二等辺三角形において、等辺以外の辺 
ⓒ頂角   等辺のなす角 
ⓓ底角   等辺と底辺のなす角 

(ⅱ)性質 
〈1〉底角は等しい。 
〈2〉頂角の二等分線は、底辺を垂直に二等分する。 

⑵正三角形 
(ⅰ)定義    すべての辺の長さの等しい三角形 
(ⅱ)性質 
〈1〉すべての角の大きさが等しい。 
〈2〉内心、外心、重心、垂心は一致する。 

 ※「すべての角の大きさが  
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60」は、性質〈2〉の結果であって、性質ではない。 
⑶直角三角形 

(ⅰ)定義    一つの角が直角である三角形 
ⓐ斜辺   三辺の中で最も長い辺 

直角の対辺 



(ⅱ)性質 
〈1〉三平方の定理（ピタゴラスの定理）が成り立つ。 
〈2〉斜辺の中点と各頂点の距離はすべて等しい。（斜辺の中点は外心である） 

 

⒊三角形の五心  

三角形において、条件に沿って引いた直線がある一点で交わるのは、次の 5種類であ
る。 
⑴内心 

(ⅰ)定義    各内角の二等分線の交点 
(ⅱ)性質 
〈1〉内接円の中心 
〈2〉内心と各辺の距離はすべて等しい。（内心から各辺に下ろした垂線の長さ

はすべて等しい） 
  ※距離（垂線の長さ）は、内接円の半径。 
(ⅲ)記号    I（the Inner Center） 

⑵外心 
(ⅰ)定義    各辺の垂直二等分線の交点 
(ⅱ)性質 
〈1〉外接円の中心 
〈2〉外心と各頂点の距離はすべて等しい。 

  ※距離は、外接円の半径。 
(ⅲ)記号    O（the Outer Center） 

⑶重心 
(ⅰ)定義    各中線の交点 
(ⅱ)性質  
〈1〉重心は、各中線を
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2 :1に内分する。 
※物理学では、「均一な厚さの物体の各部分に働く重力の合力が及ぼす点」
であり、数学上の「重心」と一致する。 

(ⅲ)記号    G（the Center of Gravity） 
⑷垂心 

(ⅰ)定義    各頂点から対辺に下ろした垂線の交点 
(ⅱ)性質 
〈1〉外心、重心、垂心は一直線上にあり、外心と垂心を結んだ線分を重心は
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2 :1
に内分する。 

(ⅲ)記号    H（the Orthocenter） 
⑸傍心 



(ⅰ)定義  頂角の二等分線と他の外角の二等分線の交点 
(ⅱ)性質 
〈1〉傍接円の中心。 
〈2〉3個存在する。 
〈3〉傍心と各辺または各辺の延長線上に下ろした垂線の長さはすべて等しい。 

(ⅲ)記号    I2（the Excenter） 
  

⒋いろいろな定理  

⑴中線定理（パップスの中線定理） △ABCにおいて、辺 BCの中点を Mとすると
き、 
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AB2 + AC2 = 2 AM 2 + BM 2( )  

⑵スチュアートの定理 △ABCにおいて、
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∠Aの二等分線と対辺 BCの
交点を Dとするとき、 
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AB : AC = BD :DC  

⑶三平方の定理（ピタゴラスの定理） 直角三角形の斜辺の長さの 2 乗は、他の辺の
2乗の和に等しい。 
直角三角形の斜辺の長さを a、他の 2 辺の長
さをそれぞれ b, cとするとき、 
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a2 = b2 + c 2 
⑷中点連結定理  △ABC において、辺 AB, AC の中点をそれぞ

れ M, Nとするとき、 
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MN //BC,  MN =
1
2
BC  

⑸チェバの定理・メネラウスの定理 
(ⅰ)チェバの定理   △ABC内に 1点Oをとり、 AO,  BO,  COが 

     対辺またはその延長と交わる点をそれぞ 
     れP,  Q,  Rとするとき、 

      BP
PC

⋅CQ
QA

⋅ AR
RB

=1  

※	 それぞれの長さの比を a :b,  c : d,  e : f と 

すれば、 

 a
b
⋅ c
d
⋅ e
f
=1  

一筆書きの要領と思えばよい。 
(ⅱ)メネラウスの定理  △ABCを 1本の直線で切り、辺BC,  CA,  AB  

     またはその延長との交点をそれぞれ 
     P,  Q,  Rとするとき、 



      BP
PC

⋅CQ
QA

⋅ AR
RB

=1  

※	 これもチェバの定理と同様に表すこと 
もできるし、一筆書きの要領と思えばよい。 

⑹その他の定理 
 

⒌三角形の合同•･相似  

⑴三角形の合同 
(ⅰ)三角形の合同条件 
〈1〉三辺の長さがそれぞれ等しい。（三辺相等） 
〈2〉二辺の長さとその間の角の大きさがそれぞれ等しい。（二辺夾角相等） 
〈3〉一辺とその間の辺の長さがそれぞれ等しい。（二角夾辺相等・一辺両端角

相等） 
(ⅱ)直角三角形の合同条件 
〈1〉直角三角形の斜辺と他の一辺がそれぞれ等しい。（直角三角形の斜辺と他

の一辺相等） 
〈2〉直角三角形の斜辺と一つの内角がそれぞれ等しい。（直角三角形の斜辺と

一内角相等） 
⑵三角形の相似 

(ⅰ)三角形の相似条件 
〈1〉三辺の長さの比がそれぞれ等しい。（三辺比相等） 
〈2〉二辺の長さの比とその間の角がそれぞれ等しい。（二辺比夾角相等） 
〈3〉二つの角がそれぞれ等しい。（2角相等） 

(ⅱ)相似比･面積比･体積比 
相似な図形において、 
⒜相似比＝対応する線分の長さの比 
⒝面積比＝対応する線分の長さの 2乗の比 
⒞体積比＝対応する線分の長さの 3乗の比 

 


